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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

先進的で質の高い授業を可能にしています。また、
学校行事・舞台芸術鑑賞・生徒発表等に使用する
シンフォニーホールは、文化施設として情操教育
の役割を担っています。体育施設は、総合体育館
のほかに人工芝のサッカー場・ラグビー場・野球
場、屋内プール、武道館、陸上競技用トラックな
どがあり、授業はもちろん、運動部の活動を支え
ています。

桐蔭学園が実践している教育活動において、学
校行事や部活動も重要な役割を果たしています。
学園祭等の文化行事、スポーツ行事、宿泊行事な
ど、イベントは多彩です。

部活動や委員会活動も種類が多く、生徒が学習
以外に取り組むことができる機会が幅広く用意さ
れています。

学校行事・部活動

〈URL〉https://toin.ac.jp
　　　　昭和39年（1964）桐蔭学園高等学校を設立。
昭和41年桐蔭学園中学校を設立。昭和56年桐蔭学
園中学校・同高等学校にそれぞれ女子部を併設、
平成13年桐蔭学園中等教育学校を新設しました。
同30年（2018）高等学校が男女共学化。2019年か
ら中学校（男子部・女子部）と中等教育学校が一
本化され、男女共学の中等教育学校になりました。

私立校ならではの独自の校風を確立し、桐蔭学
園の理想とする教育を行っています。開校から60
年が経過、これまでに蓄積されたノウハウを生か
し、“自ら考え判断し行動できる子どもたち”を
育成するという新たなビジョンのもと、新時代を
「たくましく」かつ「しなやかに」生き抜いてい
ける人材の養成を目指します。そのプログラムの
一つが、「思考力」「判断力」「表現力」を培う「ア
クティブラーニング型授業」です。「個→協働→個」
の標準的な学習の流れを通して、バランスの良い
学力を育てます。そしてさらに、将来に向かって
学び続ける力を育む「探究」、自分を育て、成長

し続ける力を養成する「キャリア教育」が加わり、
“教育 3 本柱”として展開していきます。

グローバル教育のさらなる充実を図るために、
選考試験を経て参加する海外留学・研修制度をは
じめ、多くの生徒を対象にした幅広い取り組みを
展開しています。学園内には、ネイティブの教員
や友人たちとコミュニケーションを取ることがで
きる「グローバルラウンジ」や、使用言語を英語
に限定し、さまざまなアクティビティを提供する
「桐蔭英語村」があり、英語を使ってスキルを向
上させることはもちろん、国際的に視野を広げる
環境があります。

生徒が効果的かつ快適な学習・生活の環境を得
られるように、共用施設であるシンフォニーホー
ルを中心に各校舎が機能的に配置されています。
教室にはプロジェクターとスクリーンが配備され、
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校風・教育方針
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〒225 – 8502　神奈川県横浜市青葉区鉄町1614　☎045 – 971 – 1411　中等教育学校長　玉田　裕之　高等学校長　岡田　直哉

■2025年度入試日程
　　　　　　　　帰国生入試あり
募集人員（男／女）出願期間 試験日 発表日 手続締切日
1 回午前�30/30 1/8～1/31＊ 2/1 2/1

2/10
1 回午後�35/35 1/8～2/1 2/1午後 2/1
2 回午後�30/30 1/8～2/2＊ 2/2午後 2/2
3 回� 10/10 1/8～2/4 2/5 2/5
2 回は特別奨学生選抜（約20人）
＊ 1回探究型、 2回グローバルは1/25まで
各試験で特別奨学生合格あり。若干
　　　　　　
募集人員 出願期間※1 試験日 発表日 手続締切日

推薦� 200 1/14～1/16 1/23 1/24※2 1/30
一般Ａ�  80 1/24～2/3 2/11 2/11 2/25
　　Ｂ� 440 1/24～2/3 書類 2/10 2/25
募集人員（プログレスコース／アドバンスコース
／スタンダードコース）：推薦30/80/90、一般
A30/30/20、一般B150/190/100
※ 1 出願書類提出は郵送　※ 2合否書類発送
一般Aで特別奨学生合格あり。約30人
■2025年度選考方法・入試科目
　　　　　　　　
1 回午前： 4科または探究型（総合思考力・算数
基礎＝各100点50分）
1 回午後： 2科
2 回午後： 2科またはグローバル（国語・算数基
礎＝各100点50分。英語資格による加点あり）
3 回： 2科または 4科
〈配点・時間〉 4科：国・算＝各150点50分、理・
社＝各100点40分　 2科：国・算＝各100点50分
〈面接〉なし
　　　　　　
推薦：面接（生徒個人）　※オンライン
一般Ａ方式：国語、数学、英語　
一般Ｂ方式：書類選考（課題作文あり）

■2024年春併設大学への進学
桐蔭横浜大学の受験者は他校生より有利に扱われ
ます。推薦合格者は 7人。
■指定校推薦枠のある主な大学
青山学院大　学習院大　慶應義塾大　上智大  中
央大　国際基督教大　津田塾大　東京女子大　東
京理科大　日本女子大　法政大　明治大　立教大
早稲田大  東京都立大　横浜市立大など
■2024年春卒業生進路状況（上段：中教、下段：高校）
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
157人 107人 0 人 1 人 1 人 0 人 48人
1,027人 784人 4 人 11人 5 人 4 人 219人
■2024年度入試結果
　　　　　　　　1回は探究／ 4科、 2回はグローバル／ 2科、 3回は 2科／ 4科
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

1 回午前� 60 50/193 50/184 17/71 2.9/2.6
　　午後� 70 590 557 234 2.4
2 回午後� 60 98/476 76/377 41/110 1.9/3.4
3 回� 20 132/243 96/152 6/22 16.0/6.9
　　　　　　
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

推薦� 200 307 307 307 1.0
一般Ａ� 90 913 874 164 5.3
　　Ｂ� 370 3,475 3,475 3,475 1.0

中等教育学校

高等学校

中等教育学校

高等学校

中等教育学校

高等学校

データファイル

学校説明会　要予約
★中等教育学校
10/15 11/2�11/15�1/18
入試体験会・入試説明会（小 6対象） 12/14
★高等学校　
10/26 11/9 11/16
学校見学は随時可（要予約）
見学できる行事　
学園祭　9/22・9/23（入試相談コーナーあり）

新しい進学校のカタチ
2015年度から本格的に導入しているアクティ

ブラーニング型授業。講義型授業に「書く・話
す・発表する」などの活動を取り入れた授業で
す。これからの社会を力強く生きるために、何
事にも主体的に取り組み、多様性を尊重し、他

者と対話的に協働していく能力を育んでいきま
す。これからの大学入試で求められる思考力・
判断力・表現力を伸ばすこの先進的授業の効果
をさらに高めていくために、中等教育学校／高
等学校ともに男女共学化を実施しました。


